
松井家旧蔵文書 

 

前橋町年寄、前橋町本陣などを勤めた松井家より

寄贈された文書群です。松井家に伝存した前橋町方

文書などの文書群と、同家が昭和期に古物商として

収集した史資料によって構成されます。 

松井家は､三河
み か わ

国古宿
ふるじゅく

村(愛知県)の出身とされ、

享保
きょうほう

年間に前橋へ移住し､本陣・問屋を務めました｡

なかでも平四郎（儀兵衛、一勝）は、俳人素
そ

輪
りん

として著

名です。松井家伝来の文書群には、約 60 冊の俳諧日

記（宝暦
ほうれき

5 年（1755）～寛政
かんせい

4 年（1792））などの松井素輪

俳諧関係文書が含まれ、これらは上野国における文人

の活動やネットワークを知るための重要史料です。 

     
№8 安政５年「御用日記」 №212 慶応４年「御用雑日記」 


